
 

 

 

令和５年度 事業報告 

 
令和 5年度における当連盟の活動は、次のとおりでしたので報告いたします。 

１ 会議の開催                     

・常 任 総 務 会：5回 (1/18、4/19、7/19、8/30、12/13)           

・総 務 会：2回 （2/15、10/4）                   

・評 議 員 会：2回 （3/22、11/22） 

・監 査 会：1回 （1/27） 

・支部長・地域連盟会長会議：2回 （5/10、10/25） 

                

２ 会員増強運動 

支部・地域連盟の会費請求時や地域薬剤師会の入会時に行って頂いた。 

直接請求の支部へは、非会員全員へ納付書を送付し 63名の入会を得た。 

日本調剤は新たに 3店舗（港南・南・金沢区）より入会頂き、22店舗となった。 

令和 5年 1月～5月の県薬入会者 113名に対し、入会案内を送付し 12名の入会を得た。 

支部、地域連盟に属さない県薬会員へ納付書を送付し、81名の入会を得た。 

 

３ 本田あきこ後援会活動  

    本田顕子参議院議員が、5月 10日支部長・地域連盟会長会に出席され支援のお願いが

なされた。各地域で、「本田あきこ物語」の上映、ポスター・名刺型資料・3折パンフ

レットを配布し、周知活動を行った。 

４ 薬剤師フォーラムの開催 

   本田顕子・神谷政幸参議院議員をお迎えして、「政策提言を現職議員にぶつけよう」

をテーマにグループディスカッションを行った。提言された規制緩和、規制強化、見直

し、加算などに対し、2 人の議員が国会や厚生労働省の現状や今後の取り組みについて

述べられ、有意義なフォーラムとなった。（一般 39名、役員 14名） 

 

５ 機関紙の発行その他事業 

（１）連盟だよりの発行 

神奈川県薬剤師会会誌「薬壺」に連盟だよりを掲載した。（年 6 回、1 回あたり 4 頁～6 頁） 

毎号本田顕子・神谷政幸参議院議員の国会報告、松本純前衆議院議員の活動報告を掲

載した。 

本連盟の掲載記事 

1・2 月 号 新年会長挨拶 

3・4 月 号 令和 5年度活動方針・事業計画 
5・6 月 号  令和 4年事業報告 

7・8 月 号  本田あきこ参議院議員の支援 

9・10月号 かながわ薬剤師フォーラム 2023結果 

    11・12月号  政党要望の報告 



 

 

（２）広報活動 

LINEオープンチャットを開設し、本田顕子・神谷政幸参議院議員の情報を発信した。 

ホームページには本田あきこのページを設け、挨拶動画や薬連タイムズ等を掲載し、

本連盟の活動についても掲載した。 
  

６ 地域連盟への支援 

    24地域薬剤師連盟に対して、寄附金の 12％（1,508 千円）を活動費として交付した。 

 

７ 自民党・公明党県連予算要望 

令和 6 年度国・県への予算要望（自民党 6/9、公明党 7/22）を行った。また、自民党

よりの県・国からの回答をホームページにも掲載した。 

 

(１) 国への要望 

① 自由診療クリニックによる不適切な薬物使用について 

② 敷地内薬局を有する医療機関の処方箋料について 

（２） 神奈川県への要望 

① 規制改革会議の取り纏めに関する実証について 

② 健康サポート機能の支援について 

③ 夜間休日の医薬品提供体制拡充の支援について 

④ 第 8次地域医療計画について 

⑤ 災害薬事コーディネーター養成について 

 

 

８ 議員、首長への支援                   

黒岩祐治神奈川県知事：励ます会参加、後援会 5名登録。 

 

９ 日本薬剤師連盟の会議等への参加 

四役会、常任総務会、総務会、評議員会、会長・幹事長会議、東京・関東ブロック協

議会、全国フォーラム、JPLフォーラムに出席した。 


